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聞 し と しい ンク テン 友 該 の 大 克 ば 、 過去 に 励 朋 こ に ま され て きま ん た 。 更 厄 の ZV4 ペ ー ス の 54AS-Co レ フク ク クチ 
ン な 、 万 勤 女 長 共 安 全 迷 説 角 を な わ ず に 緊 含 落 今 を 存 盛 し て 茨 司 で 京 著 さ カ ま し た 。 この 充 丸 で 大 、 ファ プ 
ゲーC の 7/-79 ク クチ ン を 、 ワ クチ ン レ シン ど ピエ テン た に プ ノ ソチ ン ペ ベース の 壮 意 を 懇 著 する 忌 北 に つり て 友 妙 
ん と まん た 。 ワク テン の ん 4 尺 多 と スパ アク タン ノ ソ ザ ク 算 の 逆 鳩 万 失 邦 を 分 し て 、 比 客 み 4 胡 含 タン パク 
算 74Z/4 大 合 タン ノ ザ ク 算 7 の Z- タ 2 と //seg /7 5g/co772 (ZS5) を 疲 政 学 久 プリ ソノ ナン フン フォ メー ショ 
ン た だ に 人 変 横 する 尺 須 放つ り て 盆 巡 し まし た 。 閥 完 大 、 ク フク テン AM4 が 、 7 の クタ 3 と //5 を そら の 疲 到 学 み プ 
ソ ブ ン 礎 世 に 地 り の を た む よ う だ だ 尊 する 忌 基 大 の あ る 皇 義 の 尺 多 を 区 っ て いる こと を 赤 ん し て り ぼ まず 。 更 の 
分 攻 で な 、 含 誠 76 の ソ /6G タ ン デ ム ソ ど ピー トム (6%6) が 系 定 さ 、 送 刀 の ソ 6 (W ツ 6C) ソ ッ チ シー グン スグ が 系 
症 さ まし た 。2 つ の 6GG6%4 尺 多 / が 昌 つ か み ク まん た 。 決 交 女 6O/gg7//er シ ー ク ンス が 彦 な する 忌 衣 休 が 
あみ ク ま す サガ が 、 こら を 閥 話す る に ば 、 よ ク 高 度 み フン ピュ ー タ ー プ ログ ラム が 要 で すみ 。 さら に 、 ク クチ テ ン 
4 の 式 炎 に よっ て 診 盛 さ を た ス ノ パパ アク タン ノイ ク 算 ば 、 房 間 含 育 友 で あみ る アン ジブ テン シン 全 区 万 2 

(4CZ2) に 契 合 し ます 。 この 門 刀 だ 太 、 交 閣 必 刻 六 を 功刀 させ る 選 基 族 が あ ク まず 。 記 プ ナン 、 

7 の P-2 タ 3 を その 病 凛 女 プ ノブ ン 材 成人 変 怒 すろ る こと が さ て いま す 。 7 の /- ダ と / び 5 を 疲 理 学 プ ノブ ン 礎 
懇 に 好 ク た た むと 、4/5S、 羽衣 奮 豚 扇 変 導 迷 。、 ア ルツ ノア マー 疲 。 その 砂 の 存 経 変 彦 首 冥 を 起こ すこ と 


が 効 ら て いり まず 。 
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序章 

ワク チン は 、 多 く の 慢 性 的 で 後期 に 発症 する 有害 事象 を 引き 起こ すこ 
と が わか っ て いま す 。1 型 糖尿 病 の よう な いく つか の 有害 事象 は 、 ワ 
クチ ン が 投与 され て か ら 34 年 後 ま で 発生 し な い 可能 性 が あり ます 
[1]。1 型 糖尿 病 の 例 で は 、 有 害 事象 の 症例 の 頻度 が 、 ワ クチ ン が 予防 
する よう に 設計 され た 重度 の 感染 症 の 症例 の 頻度 を 超え る 可能 性 が あ 
り ま す 。1 型 糖尿 病 は 、 ワ クチ ン に よっ て 引き 起こ され る 可能 性 の あ 
る 多く の 免疫 性 疾患 の 1 つ に すぎ な いこ と を 考え る と 、 慢 性 的 な 遅 発 
性 の 有害 事象 は 、 深 刻 な 公衆 衛生 上 の 問題 で す 。 


新しい ワク チン 技術 の 出現 は 、 ワ クチ ン の 有害 事象 の 新しい 潜在 的 な 
メカ ニズム を 生み 出し ます 。 た と えば 、 最 初 に 殺さ れ た ポリ オ ワ ク チ 
ン は 、 ス ケー ル ア ッ プ さ れ た 製造 プロ セス で は 効果 的 に 殺さ れ な か っ 
た た め 、 実 際 に レシ ピエ ント に ポリ オ を 引き 起こ し まし た 
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患者 に 注射 され る 前 の ポリ オウ イル ス 。RNA ベ ー ス の ワク チン は 、 特 
定 の 有害 事象 を 誘発 する 特別 な が リス ク を も た らし ます 。 そ の よう な 潜 
在 的 な 有害 事象 の 1 つ は 、 プ リオ ン を 形成 する た め の 内 因 性 タン パク 
質 の 活性 化 に よっ て 引き 起こ され る プリ オン ベー ス の 疾患 で す 。 ア ル 
ツ ハ イマ ー 病 や ALS を 含む 多く の 神経 疾患 の 原因 に 関与 し て いる こと 
が 示さ れ て いる RNA 結 合 タ ン パ ク 質 の クラ ス に 関す る 豊富 な 知識 が 公 
開 さ れ て いま す 。TDP-43 と FUS は 、 こ れ ら の タン パク 質 の 中 で 最も よ 
く 研 究 さ れ て いる も の の 1 つ で す [2]。 


ファ イザ ーRNA ベ ー ス の COVID-19 ワ クチ ン は 、 長 期 の 安全 性 デー 
タタ な し で 緊急 使用 許可 の 下 で 米国 FDA に よっ て 承認 され まし た 。 
この ワク チン の 安全 性 が 懸念 され る た め 、 ワ クチ ン が プリ オン に 
基づく 疾患 を 誘発 する 可能 性 が ある か どう か を 判断 する た め の 研 
究 が 行わ れ ま し た 。 


メソ ッ ド 
COVID-19 に 対す る ファ イザ ー の RNA ベ ー ス の ワク チン は 、TDP-43 お よび / ま た 
は FUS を プリ オン ベー ス に 変換 する 可能 性 に つい て 評価 され まし た 。 
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病気 の 原因 と な る 状態 。 ワ クチ ン RNA は 、TDP-43 お よび FUS を 活 
性 化 で きる 配列 の 存在 に つい て 分 析 さ れ ま し た 。 転 写 さ れ た スパ 
イク タン パク 質 と その 標的 と の 相互 作用 を 分 析 し て 、 こ の 作用 が 
TDP-43 お よび FUS も 活性 化 で きる か どう か を 判断 し まし た 。 


結果 

COVID-19 に 対す る ファ イザ ー ワ クチ ン の 分 析 に より 、 プ リオ 
ン 病 を 誘発 する 2 つの 潜在 的 な 危険 肉 子 が ヒト で ある こと が ガ 特 
定 さ れ ま し た 。 ワ クチ ン の RNA 配 列 [31 に は 、TDP-43 と FUS が 
プリ オン ベー ス の コン フォ メー ショ ン に 凝 集 し て 共通 の 発達 を 
も た ら す と 考え られ る 配列 が 含ま れ て いま す 。 神経 変性 疾患 。 
特に 、RNA 配 列 GGUA [4]、UG リ ッ チ 配列 [5]、UG タ ン デ ムリ 
ピー ト [6]、 お よび G Quadruplex 配 列 [7] は 、TDP-43 ま た は 
FUS に 結合 する 親和 性 が 高く 、 原 因 と な る 可能 性 が ある こと が 
示さ れ て いま す 。 TDP-43 ま た は FUS は 、 細 胞 質 内 で 病理 学 的 
構成 を 取り ます 。 現在 の 分 析 で は 、 合 計 16 の UG タ ン デ ムリ 
ピー ト (WGWG) が 特定 され 、 追 加 の UG ( ヤ G) リッ チ シ ー ケ 
ンス が 特定 され まし た 。2 つ の GGWA 配 列 が 見 つか り ま し た 。 


ワク チン に よっ て コー ド さ れる スパ イク タン パク 質 は 、 亜 鉛 分 子 
を 含む 酵素 で ある アン ジオ テン シン 変換 酵素 2 (ACE2) に 結合 
ます [8]。 ス パイ クタ ン パ ク 質 が ACE2 に 結合 する と 、 亜 鉛 分 子 が 
放出 され る 可能 性 が あり ます 。 亜鉛 分 子 は 、TDP-43 に その 病 的 な 
プリ オン 変換 を 引き 起こ す イ オン で す [9]。 


医学 に は 「 治 療 は 病気 より も 悪い か も し れ な い 」 と いう 古い こと わざ 
が あり ます 。 こ の フレ ー ズ は ワク チン に 適用 で きま す 。 現在 の 論文 で 
は 、RNA ベ ー ス の COVID ワ クチ ン が COVID-19 の 流行 より も 多く の 病 
気 を 引き 起こ す 可 能 性 が ある と いう 懸念 が 提起 され て いま す 。 こ の 論 
文 は 、 ワ クチ ン が 予防 する よう に 設計 され て いる ウイ ルス 感染 より も 
さら に 一 般 的 で 衰弱 させ る 可能 性 の ある プリ オン 病 を 引き 起こ す 新 し 


ペー パー で は 、1 つ の 潜在 的 な 有害 事象 に 焦点 を 当て て いま す が 、 以 
下 で 説明 する よう に 、 他 に も 複数 の 潜在 的 な 致命 的 な 有害 事象 が あり 
ます 。 


過去 20 年 間 、 特 定 の 科学 者 の 間 で プリ オン が 生物 兵器 と し て 

使用 され る 可能 性 が ある と いう 懸念 が あり まし た 。 よ り 最 近 で 
は 、 遍 在 する 細胞 内 分 子 が 活性 化 さ れ て 、 ア ルツ ハイ マー 病 、 
ALS お よび 他 の 神経 変性 疾患 を 含む プリ オン 病 を 引き 起こ す 可 
能 人 性 が ある と いう 懸念 が あり まし た 。 こ の 懸念 は 、TDP-43、 

FUS な どの 特定 の RNA 結 合 タ ン パク 質 が 活性 化 さ れ て 病気 の 原 
因 と な る プリ オン を 形成 する メカ ニズム に 関す る 研究 デー タ の 
誤用 の 可能 性 に 起因 し ます 。 生 物 兵器 の 開発 に 使用 で きる この 
研究 が 、 ビ ル & メ リン ダ ゲ イツ 財団 や エリ ソン メデ ィ カ ル 財 団 
な どの 民間 組織 に よっ て 資金 提供 され て いる と いう 事実 


[2] 国 内 / 国 際 的 な 監視 が な いこ と も 懸念 事項 で す 。 た と えば 、 


過去 に は 、 核 爆弾 の 建設 に 関す る 情報 を 公開 する こと は 禁止 さ 
れ て いま し た 。 
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公開 され た デー タ は 、TDP-43、FUS、 お よび 関連 分 子 を 含む 
特定 の RNA 結 合 タ ン パク 質 の 病 的 状態 へ の 変換 に 寄与 する 可能 
性 の ある いく つか の 異な る 要因 が ある こと を 示し て いま す 。 こ 
れ ら の RNA 結 合 タ ン パ ク 質 に は 多く の 機能 が あり 、 枯 と 細胞 質 
の 両方 に 見 られ ます 。 こ れ ら の 結合 タン パク 質 に は 、 特 定 の 
RNA 配 列 に 結合 する 結合 モチ ー フ で ある アミ ノ 酸 領域 が あり ま 
す 。 タンパク 質 が 細胞 質 に ある と き に 特定 の RNA 配 列 に 結合 
る と 、 分 子 が 確実 に 折り た た まれ 、 細 胞 質 で の 病理 学 的 凝集 と 
プリ オン 形成 に つなが る と 考え られ て いま す [2]。 現在 の 分 析 
で は 、 フ ァ イ ザ ー の RNA ベ ー ス の COVID-19 ワ クチ ン に は 、 
TDP-43 ま た は FUS に 対し て 高い 親和 性 が あり 、 慢 性 変性 神経 
疾患 を 誘発 する 可能 性 が ある こと が 示さ れ て いる これ ら の RNA 
配列 の 多く が 含ま れ て いる こと が 示さ れ て いま す 。 


TDP-43 の RNA 認 識 モ チー フ へ の 亜鉛 の 結合 は 、 ア ミロ イド 様 
凝集 体 の 形成 に つなが る 別 の メカ ニズム で す [9]。 ワ クチ ン 
RNA 配 列 に よっ て コー ド さ れる ウイ ルス スパ イク タン パク 質 
は 、 亜 鉛 分 子 を 含む 酵素 で ある ACE2 に 結合 し ます [8]。 こ の 相 
互 作 用 は 、 プ リオ ン 病 に つなが る 細胞 内 亜鉛 レベ ル を 増加 させ 
る 可能 性 が あり ます 。 最初 の 結合 は 、 ワ クチ ン に よっ て トラ ン 
ス フ ェ ク ト さ れ た 細胞 の 表面 の スパ イク タン パク 質 と 隣接 する 
細胞 の 表面 の ACE2 の 間 で ある 可能 性 が あり ます 。 結果 と し て 
生じ る 複合 体 は 内 部 化 さ れる 可能 性 が あり ます 。 あ る い は 、 相 
互 作 用 は 、ACE2 を 作り 、 ス パイ クタ ン パ ク 質 を コー ド す る ワ 
クチ ン RNA で トラ ンス フェ クト され た 細胞 の 細胞 質 で 最初 に 起 
こる 可能 性 が あり ます 。COVID-19 を 引き 起こ す ウ イル ス で あ 
る SARS-CoV-2 は 生物 兵器 で ある と いう 信念 を 考え る と 、 相 互 
作用 は 非常 に 懸念 され ます [10、 


も う 1 つ の 関連 する 懸念 は 、 フ ァ イ ザ ー ワ クチ ン が 独自 の RNA ヌ クレ 
オシ ド 1- メ チル -3"- シ ュー ドウ リ ジ リ ル ( ツ ) を 使用 し て いる こと で 
す 。FDA の ブリ ー フ ィング 文書 に に る と 、 こ の ヌ ク レ オ シ ド は 自然 免 
疫 系 の 活性 化 を 減ら す た め に 選択 され まし た [12]。 こ の ヌ ク レ オ シ ド 
を 含む RNA 分 子 は 間違い な く 結 合 が 変化 し ます 

[13]。 残念 な が ら 、TDP-43、FUS、 そ の 他 の RNA 結 合 タ ン パ ク 質 
へ の 影響 は 公表 され て いま せん 。 ワ クチ ン で この ヌ ク レ オ シ ド を 
使用 する と 、TDP-43 と FUS に 毒性 の ある 構成 を と ら せ る こと が で 
きる RNA 配 列 の 結合 親和 性 を 潜在 的 に 高め る こと が で きま す 。 


COVID-19 に 対す る 新しい RNA ベ ー ス の ワク チン に よっ て 誘発 され る 
可能 性 の ある 他 の 多く の 潜在 的 な 有害 事象 が あり ます 。 ワ クチ ン は 、 
宿主 細胞 の 表面 の 中 / 上 に 、 新 し い 分 子 で ある スパ イク タン パク 質 を 
配置 し ます 。 こ の スパ イク タン パク 質 は 、 別 の お そら く 新 規 の 感染 性 
病原 体 の 潜在 的 な 受容 体 で す 。COVID-19 が 実際 に 生物 兵器 で ある と 
主張 する 人 々 が 正しけれ ば 、 ワ クチ ン 接 種 者 の 宿主 細胞 に 見 られ る ス 
パイ クタ ン パ ク 質 に 結合 する 、2 番 目 の 潜在 的 に より 危険 な ウイ ルス 
が 放出 され る 可能 性 が あり ます 。 ワ クチ ン RNA が ワク チン レシ ピエ ン 
ト で 翻訳 され る 期間 、 お よび 翻訳 後 ス パイ クタ ン パ ク 質 が レシ ピエ ン 
ト の 細胞 に 存在 する 期間 に 関す る 情報 を 提供 する た め の デ ー タ は 公開 
され て いま せん 。 イ ン ビ ボ 発 現に 関す る その よう な 研究 は 複雑 で 挑戦 
的 で ある 。 遺伝 的 多様 性 は 、 感 染 性 病原 体 に よっ て 引き 起こ され る 大 
量 の 死傷 者 か ら 種 を 保護 し ます 。1 人 の 個人 が ウイ ルス に よっ て 殺さ 
れる 可能 性 が あり ます 
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別 の ウイ ルス は 、 同 じ ウ ツイ ルス に よる 悪影響 が な い 可 能 性 が あり ま 
す 。 集団 内 の すべ て の 人 の 細胞 に 同一 の 受容 体 で ある スパ イク タン パ 
ク 質 を 配置 する こと に より 、 少 な く と も 1 つの 潜在 的 な 受容 体 の 遺伝 
的 多様 性 が 失わ れ ま す 。 現在 、 集 団 内 の すべ て の 人 が 同じ 感染 性 病原 
体 と 結合 し や すい 可能 性 が あり ます 。 


自己 免疫 と その 反対 の 状態 で ある メタ ボリ ッ ク シ ンド ロー ム は 、 

ワク チン に よっ て 引き 起こ され る 有害 事象 と し て よく 知ら れ て い 
ます [14]。COVID-19 感 染 症 は 、 自 己 抗体 と 自己 免疫 疾患 の 誘発 に 
関連 し て お り [15,16]、 ワ クチ ン が 同じ こと を 行う 可能 性 を は る か 
に 超え て いま す 。 あ る 著者 は 、 ス パイ クタ ン パ ク 質 に よっ て コー 
ド さ れる アミ ノ 酸 配列 が 、CNS に 見 られ る タン パク 質 を 含む ヒト 
タン パク 質 の 配列 と 同一 で ある こと を 発見 し まし た [17]。 自 己 免 
疫 は 、 ス パイ クタ ン パ ク 質 の よう な 人 外来 抗原 が 、MHC 分 子 に 自己 
分 子 が 付着 し て いる 抗原 提示 細胞 に よっ て 提示 され る 場合 、 エ ピ 
トー プ の 広がり に よっ て も 誘導 され ます 。 


最後 に 、 こ の 分 野 で 働い て いる 他 の 人 々 は 、COVID-19 ワ クチ ン が プリ オ 
ン 病 を 誘発 する 可能 性 が ある と いう 追加 の 支持 を 発表 し まし た 。 著者 [18] 
は 、 関 連 す る コロ ナウ イル ス に は 見 られ な か っ た 、COVID-19 ス パイ クタ 
ン パ ク 質 の プリ オン 関連 配列 を 発見 し まし た 。 他 の 人 [19] は 、 プ リオ ン 
病 、 ク ロイ ツ フ ェ ル ト ・ ヤ コブ 病 の 症例 を 報告 し て お り 、 最 初 は 
COVID-19 の 男性 に 発生 し まし た 。 


多く の 人 が 、COVID-19 の 現在 の 流行 は 、 実 際 に は 米国 政府 の 個人 
に よっ て 部 分 的 に 放出 され た 生物 兵器 攻撃 の 結果 で ある と いう 警 
告 を 提起 し まし た [10,11]。2001 年 の 米国 で の 炭 痛 菌 攻撃 が 、 米 軍 
の 生物 兵器 施設 で ある フォ ー ト デ ト リ ッ ク で 発生 し た こと を 考え 
る と 、 こ の よう な 理論 は あま り 理 解 さ れ て いま せん 。FBI の 炭 首 菌 
調査 は 、 事 件 の 主任 FBI 捜 査 官 の 助言 に 反し て 閉鎖 され た た め 、 米 
国政 府 で まだ 共謀 者 が 働い て いる 可能 性 が あり ます 。 こ の よう な 
シナ リオ で は 、 生 物 兵 器 攻 撃 を 阻止 する 主 な 焦点 は 、 共 課 者 を 捕 
ら え る こと で な けれ ば な り ま せん 。 そ うし な いと 、 攻 撃 が 止ま る 
こと は あり ませ ん 。 ワ クチ ン を 承認 し 、 広 範 な テス ト を 行わ ず に 
新しい RNA テ クノ ロジ ー を 利用 する こと は 、 非 常に 危険 で す 。 ワ 
クチ ン は 生物 兵器 で あり 、 元 の 感染 より も さら に 危険 で ある 可能 
性 が あり ます 。 
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